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９月定例会では、下記の意
見書を可決し、関係機関に
提出しました。

※意見書とは、市の公益に関すること
について、議会としての意思を意見
としてまとめた文書で、国会や関係
行政庁に提出します。

意見書
（要旨・要望事項）

　広島市安佐南区、安佐北区において８月20日未明、集中豪雨による土石流が発生し、犠牲者は９月３日
現在、死者72名、行方不明者２名、被害建物392棟で、838名が避難所生活を余儀なくされています。
　広島県が指定した土砂災害危険箇所は、急傾斜地21,943カ所、土石流9,964カ所、地滑り80カ所の合計
31,987カ所で、全国最多です。尾道市も急傾斜地1,634カ所、土石流570カ所、地滑り６カ所の合計2,210
カ所で県全体の6.9％です。
　今回の災害を通じて、土砂災害危険箇所に対する対策工事の遅れが浮き彫りになりました。その要因は、
県の砂防事業予算が年々減っていることです。平成15年に146億円の砂防事業予算が、平成25年には73億
円に減っています。
　よって、広島県におかれましては、災害防止のための砂防事業予算を抜本的に増額されるよう強く要望
いたします。

土石流などの危険箇所への対策予算の増額を求める意見書

　
議
会
運
営
委
員
会（
飯
田
照
男
委
員
長
）で
は
、
佐
伯
市
議
会

と
大
分
市
議
会
を
訪
れ
、
特
色
あ
る
議
会
運
営
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。

　
佐
伯
市
議
会
で
は
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
よ
り
市
民
か
ら

意
見
を
聴
取
し
た
り
、
政
策
研
究
会
に
よ
り
空
き
家
対
策
条
例

を
制
定
す
る
な
ど
成
果
を
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
報
告
会
は
、
年
々
参
加
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
が
、
４
常
任
委
員
会
に
よ
る
報
告
に
変
更
し
、
以
前
の
参

加
者
数
を
回
復
す
る
な
ど
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
分
市
議
会
で
は
、
議
員
政
策
研
究
会
に
よ
り
政
策
条
例
の

制
定
過
程
が
ル
ー
ル
化
さ
れ
、
子
ど
も
条
例
な
ど
を
制
定
す
る

取
り
組
み
は
他
の
市
議
会
に
な
い
取
り
組
み
で
し
た
。

　
決
算
審
査
に
お
け
る
事
務
事
業
評
価
は
将
来
的
に
は
導
入
し

た
い
内
容
で
し
た
。ま
た
、市
民
意
見
交
換
会（
議
会
報
告
会
）は
、

市
民
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
・
質
問
の
回
答
を
ま
と
め
、
公
表
す

る
な
ど
の
十
分
な
時
間
を
か
け
る
整
理
方
法
、
高
校
生
・
大
学

生
な
ど
の
若
年
層
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
は
特
徴
的
な
も
の

で
し
た
。

　
両
市
議
会
と
も
、
議
員

の
方
よ
り
直
接
基
本
条
例

制
定
以
降
も
議
会
改
革
を

推
進
す
る
た
め
、
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
を
続
け
ら
れ
て
い
る

お
話
を
伺
え
た
の
は
収
穫

で
あ
り
、
条
例
が
制
定
さ
れ

た
本
市
議
会
に
お
い
て
今

後
進
む
べ
き
方
向
を
検
討

す
る
際
、
大
き
な
ヒ
ン
ト
が

得
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　
議
会
運
営
委
員
会
　

平
成
26
年
５
月
26
日（
月
）～
27
日（
火
）

訪問都市　佐伯市・大分市

委
員
会
行
政
視
察
報
告

　小学校１年生、２年生と続いてきた35人学級の拡充が、平成26年度も政府予算に措置されていません。
日本はＯＥＣＤ諸国に比べて１学級当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児童生徒数が多い現状にあり
ます。社会状況等の変化により、学校は一人一人の子どもに対するきめ細かな対応が必要となっています。
また、新しい学習指導要領により、授業時数や指導内容が増加するとともに、日本語指導などを必要とす
る子どもたちや障害のある子どもたちへの対応等も課題となっています。不登校、いじめ等生徒指導の課
題もあります。こうしたことへの解決に向けて、計画的な定数改善が必要です。
●少人数学級を実現すること。具体的にはＯＥＣＤ諸国並みの豊かな教育環境を整備するため、30人以下
学級とすること。

●教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに国庫負担割合を
２分の１に復元すること。

少人数学級の推進など定数改善、義務教育費国庫負担制度2分の1復元に係る意見書
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総
務
委
員
会（
村
上
弘
二
委
員
長
）で
は
、
芦
屋
市
の
「
債
権

管
理
条
例
」、
小
田
原
市
の
「
公
共
施
設
白
書
」
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
芦
屋
市
で
は
、平
成
19
年
に
債
権
ご
と
に
法
的
根
拠
、時
効
、

滞
納
処
分
の
有
無
を
整
理
し
、
債
権
管
理
取
扱
指
針
を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
督
促
、
催
告
、
分
割
納
付
、
不
能
欠
損
な
ど
に

用
い
る
様
式
の
整
備
を
行
い
、
平
成
21
年
３
月
に
は
、
徴
収
見

込
み
の
な
い
債
権
の
適
正
な
不
納
欠
損
を
行
う
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
債
権
管
理
条
例
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

23
年
４
月
か
ら
近
隣
市
に
先
駆
け
て
公
債
権
を
一
元
化
す
る
た

め
、「
債
権
管
理
課
」
を
新
設
し
、
市
税
の
徴
収
担
当
課
が
所

有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
の
債
権
の
徴
収
に
も
い
か
す
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
市
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
数
多
く
整
備
さ
れ
た
公

共
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
そ
れ
に
対
す
る
維
持
管
理
、
ま
た
、

建
て
替
え
や
大
規
模
改
修
、
長
寿
命
化
な
ど
多
く
の
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
現
在
の
公
共
施
設
の
状
況
を
所
管
課
の
枠
組
み

を
超
え
て
把
握
す
る
公
共
施
設

白
書
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　
白
書
を
も
と
に
施
設
の
統
廃

合
や
転
用
、
維
持
管
理
、
施
設

全
体
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
市
の
保
有

す
る
施
設
の
実
態
を
市
民
に
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
平
成
22
年
３
月
に
公

共
施
設
白
書
を
ま
と
め
、
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
会（
三
木
郁
子
委
員
長
）は
、
ふ
れ
あ
い
収
集
に

つ
い
て
奈
良
県
橿
原
市
と
京
都
府
宇
治
市
を
、
子
ど
も
の
療

育
や
訓
練
、
保
護
者
の
相
談
や
交
流
、
教
職
員
の
研
修
な
ど
、

総
合
的
な
支
援
を
目
指
す
拠
点
と
し
て
、
発
達
障
が
い
や
発

達
に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
子
ど
も
の
幼
児
期
か
ら
就
学
期
を
支

援
す
る
「
子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
内
容
に
つ

い
て
橿
原
市
子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
視
察

し
ま
し
た
。

　
橿
原
市
で
は
平
成
15
年
よ
り
、
新
た
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

一
環
と
し
て
、
70
歳
以
上
の
お
年
寄
り
世
帯
や
障
が
い
者
の

み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
で
一
般
家
庭
ご
み
等
を
指
定
場
所
ま

で
出
す
の
が
困
難
な
方
々
を
対
象
に
、
家
庭
の
玄
関
先
で
ご

み
の
収
集
を
行
い
、
不
便
を
軽
減
す
る
た
め
の
収
集
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
希
望
者
に
は
声
か
け
を
し
安
否
確
認
も
同
時
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
宇
治
市
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
、
平
成
22
年
度

か
ら
本
格
的
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
橿
原
市
子
ど
も
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、

療
育
へ
の
専
門
性
も
高
く
、

県
内
に
医
科
大
学
や
小
児

科
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
あ
り
、
連
携
が
取
れ

や
す
い
環
境
に
あ
る
こ
と

な
ど
が
、
同
セ
ン
タ
ー
の

充
実
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　
産
業
建
設
委
員
会（
宇
根
本
茂
委
員
長
）で
は
、
舞
鶴
市
、

京
都
市
を
訪
れ
、
世
界
の
観
光
地
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
ま
ち

の
観
光
施
策
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
舞
鶴
市
は
赤
の
舞
鶴（
赤
レ
ン
ガ
）・
青
の
舞
鶴（
海
の
青
）

と
カ
ラ
ー
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
観
光
関
連
の
戦
略
と
し
、
舞
鶴

の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大

型
ク
ル
ー
ズ
客
船
寄
港
地
と
し
て
、
多
く
の
客
船
を
寄
港
さ

せ
る
こ
と
で
、
外
国
人
の
お
も
て
な
し
を
戦
略
化
し
、
多
く

が
京
阪
神
の
観
光
地
へ
行
く
も
の
の
、
十
分
に
舞
鶴
の
市
街

地
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、地
域
住
民
と
の
協
働
の
も
と
、人・

も
の
・
情
報
が
交
流
す
る
関
西
経
済
圏
の
日
本
海
側
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
を
将
来
的
に
確
立
す
る
多
様
な
振
興
施
策
を
進
め

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
京
都
市
で
は
長
く
滞
在
し
て
も
ら
う
「
暮
ら
す
よ
う
に
旅
す

る
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
作
成
し
、
未
来
の
京
都
の
あ
り
方
を
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
京
の
旬
野
菜
推
奨
事
業
で
は
、
京
都
大

学
と
生
産
者
、
京
都
市
が
連

携
し
て
新
野
菜
を
開
発
し
、

京
都
な
ら
で
は
の
本
物
の
食

文
化
の
開
発
、
普
及
、
生
産

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
視
察
で
の
学
び

は
、
尾
道
で
も
京
都
・
舞
鶴

に
負
け
な
い
資
源
が
あ
り
、

尾
道
市
立
大
学
や
市
民
と
の

連
携
で
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
打
ち
出
す
必
要
性
を
実
感

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

訪問都市　芦屋市・小田原市

訪問都市　橿原市・宇治市

訪問都市　舞鶴市・京都市

委
員
会
行
政
視
察
報
告

平
成
26
年
７
月
７
日（
月
）～
８
日（
火
）

　
民
生
委
員
会
視
察
　

平
成
26
年
７
月
３
日（
木
）～
４
日（
金
）

　

平
成
26
年
７
月
８
日（
火
）～
９
日（
水
）

　
総
務
委
員
会
視
察
　

　
産
業
建
設
委
員
会
視
察
　


